参考様式第３号 

番　　　号

年　月　日

　　　　　　　
技術導入理由書
都道府県名
産地協議会名
1． 技術の内容

　技術名：

	· 技術名を記入するとともに技術の内容を詳細に記入する。




２．技術における改植の必要性
	＊技術を導入するにあたり改植を行う必要性があることを記入し、その方法がわかるようにする。




３．産地における導入状況
	· 産地において、現状の技術の導入状況、今後の展望について記入し、技術の普及等について、関係機関との連携体制等がわかるようにする。




４．技術導入の確認方法
	＊技術導入が行われたことの確認方法について詳細に記入し、いつ、どのように確認を行うのかがわかるようにする。




参考様式第３号の記入例 　

　　年　月　日

番号　●●協技術１
技術導入理由書

都道府県名　岩　手　県　　
産地協議会名　●●産地協議会

2． 技術の内容

　技術名：●●栽培　[例：りんごわい性台木ＪＭ７の導入]

	［例］

ＪＭ７は、独立行政法人果樹研究所が開発したわい化度が高い台木である。ＪＭ７を利用すると、着色や糖度等の品質が向上する。また、改植園地における生育は、M.9やM.26等のＭ系台木に比べて旺盛であり、果実は大きく収量が多い。
· 技術名を記入するとともに技術の内容を詳細に記入する。




２．技術における改植の必要性
	［例］

ＪＭ７は台木であるため、導入するためには改植が必要である。なお、改植時には、台木部がＪＭ７の苗木を用意し、従来と同じ手法及び手順で植栽する。

＊技術を導入するにあたり改植を行う必要性があることを記入し、その方法がわかるようにする。




３．産地における導入状況
	［例］

当産地では、りんごのわい化栽培を推進しており、わい性台木の導入面積は約●haである。ＪＭ７については、農業改良普及センター及び農協が連携し、果樹産地構造改革計画に基づいた普及拡大に取り組んでいる。●年農協取扱い苗木の●％はＪＭ７利用苗木であり、その植栽面積は今後も増加が見込まれる。
· 産地において、現状の技術の導入状況、今後の展望について記入し、技術の普及等について、関係機関との連携体制等がわかるようにする。




４．技術導入の確認方法
	［例］

　この技術の導入は、領収書等に記載の台木名をもって確認できる。確認は、事業完了時に、産地協議会が行う。

＊技術導入が行われたことの確認方法について詳細に記入し、いつ、どのように確認を行うのかがわかるようにする。









産地協議会ごと、技術ごとに識別できる番号を付ける。





技術は、公的機関の研究成果や調査結果等に基づき選定すること。








